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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 13,406,41019,417,0385,334,3766,220,83519,480,522

経常利益又は経常損失（△）

（千円）
△305,3081,741,74654,487 453,608△78,808

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△222,016 977,122 1,070 269,564△98,945

純資産額（千円） － － 11,015,87311,991,00711,158,860

総資産額（千円） － － 19,880,98020,864,50320,105,308

１株当たり純資産額（円） － － 857.97 933.93 869.11

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△17.29 76.10 0.08 21.00 △7.71

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 55.4 57.5 55.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,208,3602,025,689 － － 1,577,875

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△84,063△160,017 － － △96,840

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△641,986△1,608,035 － － △1,142,293

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,562,6533,652,9273,416,463

従業員数（人） － － 272 271 268

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第61期第３四半期連結累計期間および第61期は、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額に

ついては、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第61期第３四半期連結会計期間および第62期第３四半期連結累計（会計）期間は、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 271[86]

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は[　]内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記

載しております。

２．従業員数には、当社グループからグループ外への出向者は含まれておりません。

 

（2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 230[85]

（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は[　]内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２．従業員数には、当社から社外への出向者は含まれておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（1）生産実績

　 該当事項はありません。

 

（2）商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）の商品仕入実績をセグメントごと　　に

示すと、次のとおりであります。 

品目 日本 中国　 合計
　

前年同期比（％）
　

アルミ（千円） 3,206,288 6,787 3,213,075 ＋13.3

伸銅（千円） 595,477 309 595,786 ＋7.9

ステンレス（千円） 448,342 1,157 449,500 ＋31.4

特殊鋼（千円）　 63,603 1,388 64,991 ＋27.7

その他（千円） 82,929 133 83,063 △31.2

合計（千円） 4,396,640 9,776 4,406,417 ＋12.9

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（3）受注状況

　 該当事項はありません。

 

（4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）の販売実績をセグメントごとに示す　

と、次のとおりであります。 

品目 日本　 中国　 合計　
　

前年同期比（％）
　

標準品

アルミ（千円） 2,116,179 155,756 2,271,935 ＋32.4

伸銅（千円） 776,937 3,354 780,292 ＋26.0

ステンレス（千円） 779,737 18,380 798,118 ＋25.0

特殊鋼（千円） 38,449 36,906 75,356 △6.6

その他（千円）　 68,707 548 69,256 △5.2

計（千円） 3,780,012 214,946 3,994,958 ＋27.7

特注品

アルミ（千円） 1,872,092 6,063 1,878,155 △2.9

伸銅（千円） 118,630 5,401 124,032 ＋12.9

ステンレス（千円） 115,026 6,310 121,336 ＋95.0

特殊鋼（千円） 25,853 505 26,359 △15.8

その他（千円）　 73,147 2,845 75,992 ＋10.7

計（千円） 2,204,749 21,126 2,225,876 ＋0.9

合計（千円） 5,984,761 236,073 6,220,835 ＋16.6

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．総販売実績に対する販売実績の割合が100分の10以上の相手先はありません。

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間における、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の変動等の詳細につきま

しては「４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」に記載のとおりです。なお、前事業年度の有

価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 　　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

（1）業績の状況

① 業績結果

前連結会計年度から続いていた回復傾向に、第２四半期以降は鈍化が見られたものの、当第３四半期連結会計

期間の当社グループの売上高は、概ね堅調な水準で推移しました。また、営業利益および経常利益いずれも前年

同期比で大きく改善しました。

なお、当社は、商品の評価方法を、第１四半期連結会計期間より後入先出法から総平均法に変更しております。

この変更により、当第３四半期連結会計期間の営業利益および経常利益がそれぞれ4千2百万円の増加となりま

した。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高62億2千万円（前年同期比16.6％増）、営業利益は4

億3千8百万円（前年同期比3億4千9百万円増）、経常利益4億5千3百万円（前年同期比3億9千9百万円増）、四半

期純利益は2億6千9百万円（前年同期比2億6千8百万円増）となりました。

　　

　なお、セグメントごとの業績は次のとおりとなります。 

セグメント

　当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

　　至　平成22年12月31日）　

日本

売上高（百万円） 5,984

営業利益（百万円） 443

経常利益（百万円） 452

四半期純利益（百万円） 267

中国

売上高（百万円） 236

営業損失（百万円） 7

経常損失（百万円） 1

四半期純損失（百万円） 1

（注）売上高については、外部顧客に対する売上高を表示しています。　
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② 当社を取り巻く環境と施策

当社グループ業績に影響度の高い半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界、事務機器業

界、自動車関連業界は、設備投資に多少の回復がありました。中でも、半導体製造装置業界は、大幅に改善しまし

た。しかし、第２四半期連結会計期間後半以降、回復に減速感が見え始め、一部では調整局面に入りました。

なお、非鉄金属の市況は、次のとおりとなります。

市況の種類
トン当たりの金額

10月月初 12月月末

アルミ地金 22万3千円　 23万7千円

銅地金 70万円 83万円

ステンレス鋼板 36万円 34万円

　

（2）経営成績の分析

①売上高

　当社グループの非鉄金属販売取引は、半導体製造装置業界をはじめとする当社にとって影響度の高い業界

が、前年度に比べると回復しました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は62億2千万円（前年同期比16.6%増）となりました。

②売上原価および売上総利益

　出荷量増加に伴う仕入高および業務委託費等の増加があったものの、コスト削減効果や商品の評価方法の変

更の影響により、売上原価は前年同期比で5億2千3百万円の増加にとどまりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における売上総利益は12億2千6百万円（前年同期比3億6千3百万円

増）となりました。

③販売費及び一般管理費および営業利益

　出荷量増加に伴う運賃の増加等があったものの、業務の簡素化・効率化による経費の削減や減価償却費の減

少等により、販売費及び一般管理費は前年同期比で1千4百万円の増加にとどまりました。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における営業利益は4億3千8百万円（前年同期比3億4千9百万円増）と

なりました。

④営業外損益、経常利益および四半期純利益

　不動産賃貸収入等による営業外収益は2千4百万円、不動産賃貸費用等による営業外費用は9百万円となりま

した。

　この結果、当第３四半期連結会計期間における経常利益は4億5千3百万円（前年同期比3億9千9百万円）、四

半期純利益は2億6千9百万円（前年同期比2億6千8百万円増）となりました。

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）残高は、営業活動による資金の

収入6億1千3百万円、投資活動による資金の支出9千万円等により前四半期連結会計期間末に比べ5億4百万円増

加し、36億5千2百万円となりました。　

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、6億1千3百万円の収入（前年同期比5.8%減）となりました。

　主な増加内容は、税金等調整前四半期純利益4億5千3百万円、減価償却費1億3千6百万円、売上債権の減少によ

る増加4千2百万円、仕入債務の増加額9千8百万円であります。

　主な減少要因は、棚卸資産の増加による減少7千3百万円と、法人税等の支払額3千9百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、9千万円の支出（前年同期は1千6百万円の支出）となりました。

　主な内容は、有形固定資産の取得による支出8千4百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、0百万円の支出（前年同期は5億円の支出）となりました。
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（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（5）研究開発活動

　該当事項はありません。

（6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、非鉄金属素材の加工・販売を事業としていることから、非鉄金属の地金相場の動向が当社グ

ループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。地金相場は、当第３四半期連結会計期間においては比

較的安定した推移となりました。

　また、主要販売分野が半導体製造装置業界および液晶製造装置業界、工作機械業界等であることから、各種業界

の設備投資の動向が当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因となります。

　主要販売分野は業容が拡大しており、当社の出荷量は増加が見込まれます。

（7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金需要

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、販売のための商品購入ならびに商品の加工費用のほか、販

売費及び一般管理費等であります。販売費及び一般管理費の主なものは、人件費、運賃、業務委託費等でありま

す。

②財務政策

　当社グループは現在、運転資金については短期借入金により、設備資金については内部留保により調達する

ことを基本としております。

（8）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、前連結会計年度から推し進めた経費の削減による競争力の強化、効果的かつ効率的な営業体

制の構築による収益力の改善および将来を見据えた次期主力商品、新商品・新規事業の育成を引き続き推進し、

景気の変動に関わらず利益を出し続けられる体質を目指してまいります。
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第３【設備の状況】
（1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備の重要な異動はありません。

 

（2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,720,000

計 16,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式   12,840,000 12,840,000
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 12,840,000 12,840,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日　
－ 12,840,000 － 1,000,000 － 621,397

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　 

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　　600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　12,838,400　     128,384 －

単元未満株式 普通株式　 　　1,000 － －

発行済株式総数 12,840,000 － －

総株主の議決権 －     128,384 －

　 

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

白銅株式会社
東京都千代田区丸の

内二丁目５番２号
600 － 600     0.00

計 － 600 － 600     0.00

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 950 988 936 889 908 871 848 824 900

最低（円） 781 799 818 801 802 823 720 743 792

　（注）最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の役職の異動は、次のとおりでありま

す。 

役名 新職名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 営業本部長 開発営業本部長 角田　浩司 平成22年７月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限

責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,652,927 3,416,463

受取手形及び売掛金 ※2
 7,539,138 6,704,211

商品及び製品 3,206,096 3,153,944

原材料及び貯蔵品 16,457 20,797

繰延税金資産 59,028 59,091

その他 140,006 136,126

貸倒引当金 △9,931 △20,160

流動資産合計 14,603,723 13,470,474

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 6,625,480 6,611,228

減価償却累計額 △4,334,779 △4,174,263

建物及び構築物（純額） 2,290,700 2,436,964

機械装置及び運搬具 2,535,256 2,515,292

減価償却累計額 △1,423,339 △1,252,728

機械装置及び運搬具（純額） 1,111,917 1,262,564

土地 1,856,423 1,856,423

建設仮勘定 30,566 1,525

その他 506,576 511,822

減価償却累計額 △441,444 △431,055

その他（純額） 65,131 80,767

有形固定資産合計 5,354,740 5,638,245

無形固定資産 170,379 202,925

投資その他の資産

投資有価証券 449,476 554,437

繰延税金資産 54,657 33,071

その他 231,527 206,154

投資その他の資産合計 735,660 793,662

固定資産合計 6,260,780 6,634,833

資産合計 20,864,503 20,105,308
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 7,559,136 6,800,681

短期借入金 － 1,530,275

未払法人税等 670,559 －

役員賞与引当金 32,144 8,125

未払費用 415,399 393,467

その他 124,611 79,493

流動負債合計 8,801,851 8,812,042

固定負債

退職給付引当金 － 22,563

役員退職慰労引当金 － 82,027

その他 71,644 29,815

固定負債合計 71,644 134,405

負債合計 8,873,495 8,946,448

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金 621,397 621,397

利益剰余金 10,348,878 9,435,953

自己株式 △756 △713

株主資本合計 11,969,519 11,056,637

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 95,345 128,133

為替換算調整勘定 △73,857 △25,910

評価・換算差額等合計 21,488 102,222

純資産合計 11,991,007 11,158,860

負債純資産合計 20,864,503 20,105,308
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 13,406,410 19,417,038

売上原価 11,431,670 15,269,510

売上総利益 1,974,739 4,147,528

販売費及び一般管理費 ※
 2,348,119

※
 2,417,962

営業利益又は営業損失（△） △373,380 1,729,565

営業外収益

受取利息 569 835

受取配当金 10,072 9,840

不動産賃貸料 54,857 45,900

為替差益 38,897 －

その他 9,089 4,942

営業外収益合計 113,485 61,518

営業外費用

支払利息 19,296 4,267

不動産賃貸費用 16,948 9,935

支払手数料 3,575 2,126

為替差損 － 25,649

その他 5,593 7,359

営業外費用合計 45,414 49,338

経常利益又は経常損失（△） △305,308 1,741,746

特別利益

役員賞与引当金戻入額 － 8,125

特別利益合計 － 8,125

特別損失

投資有価証券評価損 － 51,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,623

特別損失合計 － 80,188

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△305,308 1,669,682

法人税等 △83,292 692,560

少数株主損益調整前四半期純利益 － 977,122

四半期純利益又は四半期純損失（△） △222,016 977,122
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 5,334,376 6,220,835

売上原価 4,470,744 4,993,937

売上総利益 863,631 1,226,897

販売費及び一般管理費 ※
 773,941

※
 788,029

営業利益 89,689 438,868

営業外収益

受取利息 181 466

受取配当金 3,118 3,129

不動産賃貸料 18,285 15,300

為替差益 － 4,665

その他 1,305 614

営業外収益合計 22,891 24,175

営業外費用

支払利息 5,872 176

不動産賃貸費用 10,392 3,341

支払手数料 1,269 507

為替差損 39,795 －

固定資産除却損 － 5,295

その他 763 114

営業外費用合計 58,093 9,434

経常利益 54,487 453,608

税金等調整前四半期純利益 54,487 453,608

法人税等 53,416 184,044

少数株主損益調整前四半期純利益 － 269,564

四半期純利益 1,070 269,564
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△305,308 1,669,682

減価償却費 549,653 414,454

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6,122 △10,228

賞与引当金の増減額（△は減少） △79,399 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,411 24,019

退職給付引当金の増減額（△は減少） △14,360 △22,563

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,391 △82,027

受取利息及び受取配当金 △10,642 △10,676

支払利息 19,296 4,267

投資有価証券評価損益（△は益） － 51,565

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 28,623

売上債権の増減額（△は増加） △317,880 △849,975

たな卸資産の増減額（△は増加） 494,515 △77,196

仕入債務の増減額（△は減少） 861,840 765,573

その他 44,232 78,318

小計 1,239,049 1,983,836

利息及び配当金の受取額 10,642 10,676

利息の支払額 △16,176 △4,305

法人税等の支払額 △162,315 △47,727

法人税等の還付額 137,160 83,209

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,208,360 2,025,689

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △82,336 △107,448

有形固定資産の売却による収入 3,356 －

無形固定資産の取得による支出 △20,198 △9,601

投資有価証券の取得による支出 △1,292 △977

その他の支出 △2,818 △48,887

その他の収入 19,226 6,897

投資活動によるキャッシュ・フロー △84,063 △160,017

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △500,000 △1,543,463

自己株式の取得による支出 － △43

配当金の支払額 △141,986 △64,529

財務活動によるキャッシュ・フロー △641,986 △1,608,035

現金及び現金同等物に係る換算差額 △24,868 △21,172

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 457,441 236,464

現金及び現金同等物の期首残高 3,105,211 3,416,463

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,562,653

※
 3,652,927
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

（１）棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準

第９号　平成20年９月26日）を適用し、商品の評価方法を後入先出法から総平均法に

変更しております。　

　　これにより、当第３四半期連結累計期間の売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等

調整前四半期純利益は、それぞれ437,198千円増加しております。

　

（２）資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第

18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

　　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は3,447千円増加、税

金等調整前四半期純利益は25,176千円減少しております。

 

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当

第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当

期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果と

なる場合には、法定実効税率を使用する方法により計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　平成22年６月29日開催の定時株主総会において、役員退職慰労金制度を廃止して、打ち切り支給することを決議し、個人

別の支給額が確定することになったため、役員退職慰労引当金を全額取崩しました。当該総会までの在任期間に対する役

員退職慰労金未払額のうち、退任時に支払う分については固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１.　当社においては、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結

しております。

１.　当社においては、運転資金の効率的な調達を行う

ため取引銀行２行と貸出コミットメント契約を締結

しております。

貸出コミットメントの総額　 900,000千円

借入実行残高　 － 千円

差引額 900,000千円

 

貸出コミットメントの総額 1,800,000千円

借入実行残高　 500,000千円

差引額 1,300,000千円

 
※２.　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

２.　　　　　　　────────

受取手形 307,119千円

支払手形 212,976千円

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 558,074千円

運賃 487,999 

貸倒引当金繰入額 13,847 

退職給付費用 5,943 

役員退職慰労引当金繰入額 13,241 

従業員給与 543,325千円

運賃 546,165 

貸倒引当金繰入額 2,727 

役員賞与引当金繰入額 32,144 

退職給付費用 6,011 

 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

従業員給与 183,044千円

運賃 166,499 

貸倒引当金繰入額 2,054 

退職給付費用 1,035 

役員退職慰労引当金繰入額 4,388　

従業員給与 172,373千円

運賃 181,147 

貸倒引当金繰入額 468 

役員賞与引当金繰入額 9,653 

退職給付費用 1,063　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 3,562,653

　現金及び現金同等物 3,562,653

 

 （千円）

　現金及び預金勘定 3,652,927

　現金及び現金同等物 3,652,927

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　12,840 千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　 0 千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月12日

取締役会
普通株式 64,197 5 平成22年３月31日平成22年６月30日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　当社グループの事業は、「金属事業」の単一セグメントでありますので、事業の種類別セグメント情報の記

載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の売上高の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

　当社グループの海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、最高意思決定機関である取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討

を行う対象となっているものであります。当社グループの事業は、金属事業の単一事業であり、国内におい

ては当社が、中国においては上海白銅精密材料有限公司が、担当しております。両会社はそれぞれ独立した

経営単位であり、各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」及び「中

国」の２つを報告セグメントとしております。　

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高　

　

18,755,470　

513,174　

　

661,567　

－　

　

19,417,038　

513,174　

計　 19,268,645　 661,567　 19,930,212　

　セグメント利益又は損失（△）　 1,001,445　 △30,646　 970,799　

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

　 日本　 中国 合計　

　売上高　

（1）外部顧客に対する売上高

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高　

　

5,984,761　

206,029　

　

236,073　

－　

　

6,220,835　

206,029　

計　 6,190,791　 236,073　 6,426,864　

　セグメント利益又は損失（△）　 267,481　 △1,299　 266,182　

EDINET提出書類

白銅株式会社(E03332)

四半期報告書

21/26



　

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　970,799

　セグメント間取引消去 6,322

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　977,122

　

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 　266,182

　セグメント間取引消去 3,381

　四半期連結損益計算書の四半期純利益 　269,564

　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

　

（金融商品関係）

　著しい変動がないため、記載を省略しております。

　

（有価証券関係）

　著しい変動がないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。　

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。　

　

（資産除去債務関係）

　著しい変動がないため、記載を省略しております。　

　

（賃貸等不動産関係）

著しい変動がないため、記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 933.93円 １株当たり純資産額 869.11円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額 △17.29円 １株当たり四半期純利益金額 76.10円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △222,016 977,122

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は

四半期純損失（△）（千円）
△222,016 977,122

期中平均株式数（千株） 12,839 12,839

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.08円 １株当たり四半期純利益金額 21.00円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 1,070 269,564

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,070 269,564

期中平均株式数（千株） 12,839 12,839

 

（重要な後発事象）

　      該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　著しい変動がないため、記載を省略しております。　

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年２月12日

白銅株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 井出　隆　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井　均　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている白銅株式会社の平成

21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、白銅株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年２月10日

白銅株式会社

取締役会　御中
 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 櫻井　均　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原山　精一　　印　

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている白銅株式会社の平成

22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月

31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビュー

を行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、白銅株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同日を

もって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は、第１四半期連

結会計期間より、商品の評価方法を後入先出法から総平均法に変更している。　

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（※）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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